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今月の表紙は、ケールの収穫作業に励む中原区井田の
久保美幸さん。畑では、ハクサイやネギなど年間30品目ほど
栽培し、畑前の直売所やセレサモス宮前店に出荷しています。

久保さんは、｢消費者に楽しみながら買い物をしてほしい｣
との思いから定番野菜の他、毎年新しい品種に挑戦。今年
はカリーノケールを栽培し、｢苦みや青臭さがなく、見た目
もかわいい｣と好評です。

これからの時期は、次々と実る冬野菜の収穫と管理で忙
しい日々が続きます。
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1日
（火）

ＪＡセレサ川崎休業日（～3日）
元日

4日
（金）

本支店・経済センター店・資材店舗パーシモン・
セレササービス（株）仕事始め

5日
（土）

セレサモス仕事始め（初売り）

6日
（日）

セレサ不動産（株）菅営業所仕事始め

7日
（月）

セレサ不動産（株）本社仕事始め

8日
（火）

賀詞交換会
（11時～、本店）

14日
（月）

成人の日

15日
（火）

定例理事会

※日程等は変更されることがあります

1月の行事予定

今月の
表紙

経済センター店・資材店舗パーシモン
「ウィンターセール」開催のお知らせ
1月18日（金）～20日（日） 9時～16時30分
詳細は購買統括センター推進課（TEL 044-855-3561）へ
お問合せください

年末年始の営業については、21ページおよびホームページ
をご覧ください。
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第22回農業まつりを11月18日、市内11
会場で開きました。

当日は、晴天のもと多くの家族連れなど
が訪れ、全会場合わせた来場者は75,000人
に上り、大盛況となりました。

22回目の開催となる今回は、「繋げよう！
かわさき市民の『食』と『農』」をテーマに掲
げ、各会場では市内産のパンジー無料配
布やセレサモスオリジナルキャラクター

「モスぴー」をモチーフにしたバルーンアー
トなどでまつりを盛り上げました。また、
農産物品評会会場では、出品物の予約販売
とともに市内産農産物が当たる抽選会など
を行い、多くの来場者に都市農業をＰＲし
ました。

 繋げよう！
かわさき市民の
「食」と「農」

橘会場 菅会場 柿生会場 中原会場

高津会場

生田会場

日吉会場みなみ会場稲田会場

宮前会場

向丘会場
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当日は、各会場で女性部員や青壮年部員らによる恒例の
模擬店やバザー、餅つきの他、生産者による新鮮野菜の直
売やスタンプラリーが行われ、大いににぎわいました。

今回は全会場で地域と連携した催し物を開催。地場産野
菜を使ったスープの配布や和太鼓演舞、囃子保存会による
演奏会などでまつりを盛り上げました。

また、トラクターなどの農機の展示や乗車体験、近隣の
小学生児童らによる作品を展示。来場者はさまざまな催し
物や展示物を楽しみながら、川崎の農業を身近に感じてい
ました。

農業まつり 地域とＪＡの交流を深める

たくさんすくえるかな？

お昼前には完売するほどの人気のお赤飯

バザー会場はどこも大賑わい

災害義援金の募金をお預かりします

おもちを手際よく詰めますできたての焼きそばはいかがですか

上手にできるかな？

新鮮な市内産野菜

自信作が並ぶ展示コーナー

大盛況のビンゴ大会

何が当たるかお楽しみの福引き抽選

寒い日にはおでんを食べて温まろう
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敬
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略
】
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賞
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賞
者
名
簿
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基
づ
く
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会
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産
物
品
評
会
は
11
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17
日
に
8
会
場
で
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査
が
行
わ
れ
ま
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た
。
夏
場
の
猛
暑
や
度
重
な
る
台
風
の
影
響
に
も
か
か
わ

ら
ず
、高
品
質
の
農
産
物
が
そ
ろ
い
、技
術
の
高
さ
を
競
い
ま
し
た
。
出
品
物
は
、農
業
ま
つ
り
当
日
に
即
売
さ
れ
、新
鮮
な
農

産
物
を
買
い
求
め
る
長
蛇
の
列
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
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自
己
改
革
の
２
サ
イ
ク
ル
目
に
向
け

３
か
年
の
基
本
指
針
を
決
議

第
71
回
県
農
協
大
会
が
11
月
26
日
、

横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
か

れ
、
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
や
役
職
員

１
０
１
人
を
含
め
、
県
内
Ｊ
Ａ
か
ら
約

１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
次
期
３
か
年
の
協
同
活

動
の
指
針
を
決
定
す
る
重
要
な
大
会
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
自
己
改
革
の
２

サ
イ
ク
ル
目
と
し
て
改
革
の
継
続
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
Ｊ
Ａ
綱
領
を
全
員
で
唱

と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
』
を
確
立
す
る
改
革
の
実
践

～
持
続
可
能
な
農
業
・
地
域
・
組
織
づ

く
り
～
」と「
本
県
Ｊ
Ａ
に
お
け
る『
経

営
基
盤
確
立
』
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
」
に
基
づ
い
た
３
か
年
の
実
践

状
況
を
報
告
。
農
業
と
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻

く
情
勢
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、
次
期
３

か
年
の
指
針
を
審
議
し
ま
し
た
。

次
期
指
針
は
「『
食
と
農
を
基
軸
と

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
』
を

和
し
た
後
、
県
中
央
会
の
長
嶋
喜
満
会

長
が
「
Ｊ
Ａ
が
農
業
・
地
域
に
欠
か
せ

な
い
存
在
と
し
て
在
り
続
け
る
こ
と
を

明
確
に
打
ち
出
し
て
い
く
た
め
、
県
下

Ｊ
Ａ
組
合
員
・
役
職
員
の
英
知
を
結
集

し
、自
己
改
革
の
継
続
に
取
り
組
も
う
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
第
68

回
・
第
70
回
大
会
で
決
議
さ
れ
た
「『
食

確
立
・
発
展
さ
せ
る
改
革
の
継
続
～
農

業
・
地
域
に
欠
か
せ
な
い
Ｊ
Ａ
と
し
て

在
り
続
け
る
た
め
に
～
」
が
メ
イ
ン

テ
ー
マ
。こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、Ⅰ「
地

域
農
業
振
興
計
画
等
の
取
り
組
み
を
通

じ
た
農
業
所
得
向
上
の
実
現
」、
Ⅱ
「
協

同
の
理
念
に
基
づ
く
組
織
活
動
の
展

開
」、
Ⅲ
「
農
業
振
興
・
組
織
・
事
業

を
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
の
強
化
」
以
上
３

項
目
の
基
本
目
標
が
示
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

13
の
実
践
事
項
を
明
示

基
本
目
標
に
基
づ
き
、
13
の
具
体
的

な
実
践
事
項
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
担
い

手
が
実
感
で
き
る
農
業
所
得
向
上
に
向

け
た
「
都
市
農
業
の
優
位
性
を
生
か
し

第
71
回
神
奈
川
県
農
業
協
同
組
合
大
会
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た
販
売
力
の
強
化
」
や
、
少
子
高
齢
化

等
地
域
社
会
の
変
化
や
正
組
合
員
の
世

代
交
代
の
対
応
に
向
け
た
「
計
画
的
・

継
続
的
な
組
織
基
盤
拡
充
・
強
化
」、

業
務
執
行
体
制
お
よ
び
内
部
管
理
態
勢

の
充
実
・
強
化
を
は
か
る
た
め
の
「
自

己
改
革
の
着
実
な
実
践
に
向
け
た
仕
組

み
と
経
営
基
盤
づ
く
り
」
な
ど
、
次
期

指
針
の
３
つ
の
基
本
目
標
ご
と
に
取
り

組
み
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。（
抜

粋
し
て
掲
載
）

Ｊ
Ａ
運
動
の
功
労
者
を
表
彰

ま
た
、
Ｊ
Ａ
運
動
の
発
展
に
尽
く
し

た
組
合
員
や
役
職
員
２
０
２
人
が
表
彰

さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
組
合
員
24
人
と

職
員
20
人
が
県
中
央
会
長
表
彰
を
受

賞
。組
合
員
等
農
協
関
係
者
を
代
表
し
、

元
女
性
部
連
絡
協
議
会
会
長
の
田
村
俊

枝
さ
ん
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
Ｊ
Ａ
神
奈
川
青
壮
年
部
協

議
会
の
金
井
健
委
員
長
と
Ｊ
Ａ
神
奈
川

県
女
性
組
織
協
議
会
の
髙
澤
友
紀
子
会

長
が
意
見
を
表
明
。
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
歩

む
組
織
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
や
Ｊ
Ａ

と
一
体
と
な
っ
て
自
己
改
革
に
取
り
組

む
決
意
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

戸張 薫
前支部長

小島 美知子
前女性部支部長

岩瀬 義治
支部長本部連絡協議会副会長

斉藤 春夫
元支部長

青木 弘
元支部長

田邉 美裕
元地区支部長協議会副会長

（敬称略・順不同）

三田 周作
元支部長

小嶋 靖夫
篤農家

村野 政巳
元支部長

石渡 隆
推進班長

朝比奈 清一
元支部長

持田 正
元地区支部長協議会会長

芹田 三木夫
元地区支部長協議会副会長

村野 耕弘
元支部長

大箭 洋子
元女性部連絡協議会副会長

太田 博明
元支部長

福岡 睦夫
元地区支部長協議会副会長

（故）佐保田 實
前支部長本部連絡協議会副会長

朝倉 敏夫
元地区支部長協議会副会長

県農協大会中央会長表彰受賞者

吉澤 純子
元女性部連絡協議会会長

田村 俊枝
元女性部連絡協議会会長

鈴木 登
前地区支部長協議会会長

土志田 巽
前地区支部長協議会会長

松澤 壽夫
元支部長
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宮
前
区
馬
絹
の
花
き
生
産
者
田

邉
裕
崇
さ
ん
が
、
今
年
２
月
に
行

わ
れ
た
｢第
67
回
関
東
東
海
花
の

展
覧
会
｣
に
お
い
て
、
農
林
水
産

大
臣
賞
を
受
賞
。
11
月
１
日
、
宮

前
支
店
で
受
賞
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

賛
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

田
邉
さ
ん
は
、
平
成
15
年
に
農
業

ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
後
、
父
親
の
美
裕

さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
花
き
生
産
技

術
を
学
び
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
花

卉
部
馬
絹
支
部
し
お
り
会
会
長
や
耕

土
改
良
部
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

若
手
生
産
者
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

祝
賀
会
に
は
、
原
修
一
組
合
長

を
は
じ
め
、
関
係
者
ら
１
３
４
人
が

出
席
。
出
席
者
か
ら
は
、
受
賞
の
栄

誉
を
た
た
え
ら
れ
、
佐
々
木
祥
教
実

行
委
員
長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

田
邉
さ
ん
は
｢花
き
栽
培
の
先
輩

や
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の
受

賞
。
今
後
も
一
層
の
研
鑽
に
励
み
、

花
作
り
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
｣
と
受
賞
の
喜
び
を
語
り
、

出
席
者
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

川
崎
市
と
Ｊ
Ａ
は
11
月
21
日
、
セ

レ
サ
モ
ス
宮
前
店
で
川
崎
市
園
芸
生

産
物
品
評
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
品
評
会
は
、
生
産
者
の
栽
培
技

術
向
上
と
地
域
住
民
に
都
市
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
。
今
年
は
天
候
不
順

や
台
風
の
影
響
で
昨
年
よ
り
出
品
数

は
減
り
ま
し
た
が
、
ダ
イ
コ
ン
や
梨
、

ケ
イ
ト
ウ
な
ど
計
４
５
４
点
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
の
営
農
技
術
顧
問
ら
14
人
が

大
き
さ
や
形
、
品
質
の
特
性
な
ど
を

考
慮
し
て
厳
正
に
審
査
。
優
秀
賞
な

ど
計
１
３
６
点
を
選
び
ま
し
た
。

翌
日
は
出
品
物
の
一
般
回
覧
と
即

売
会
を
実
施
。
高
品
質
な
農
産
物
を

買
い
求
め
る
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

田
邉
裕
崇
さ
ん
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
を
祝
う

第
10
回
営
農
ス
キ
ル
向
上
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
11
月
8
日
、
早
野
の
研
修
ほ

場
で
開
き
、
営
農
担
当
者
ら
13
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
営
農
担
当
者

が
基
礎
か
ら
知
識
を
深
め
、
さ
ら
な

る
営
農
支
援
力
強
化
を
は
か
る
た
め

の
研
修
会
で
す
。

当
日
は
、
吉
田
敏
政
営
農
技
術
顧

問
が
講
師
を
務
め
、「
均
一
な
出
芽

を
促
す
た
め
、
播
種
す
る
種
の
深
さ

と
覆
土
は
一
定
に
す
る
よ
う
に
」と

ア
ド
バ
イ
ス
。
そ
の
後
、
コ
マ
ツ
ナ

と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
播
種
や
キ
ャ
ベ

ツ
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫
を
実
践

し
ま
し
た
。

受
講
者
は
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真

剣
に
話
を
聴
き
、
知
識
向
上
に
意
欲

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

営
農
支
援

強
化
に
向
け
た
研
修
会

品
評
会
で

市
内
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ

ブロッコリーの収穫作業をする受講者

実行委員の若手が中心に
なって作った生け込み

受賞の喜びを語る田邉裕崇さん

壇上にて田邉さん家族

出品物を審査する審査員
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見
て
感
じ
て
楽
し
む

料
理
を
通
じ
て
旬
の
野
菜
を
堪
能

J
A
利
用
者
を
対
象
と
し
た
お
と

こ
の
料
理
教
室
を
11
月
30
日
、
モ
ス

ぴ
ー
ホ
ー
ル
で
開
き
、
参
加
者
24
人

が
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
学

び
ま
し
た
。

同
教
室
は
今
年
で
11
年
目
を
迎

え
、
毎
年
定
員
を
上
回
る
ほ
ど
の
人

気
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は「
芋
」を

テ
ー
マ
に
、
地
場
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
使
っ
た
肉
じ
ゃ
が
風
甘
辛
炒
め
な

ど
計
5
品
に
挑
戦
。

Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
を
務
め
、
は
じ

め
に
野
菜
の
切
り
方
や
オ
ー
ブ
ン
の

使
い
方
な
ど
を
説
明
。
そ
の
後
、
参

加
者
は
6
つ
の
班
に
分
か
れ
て
役
割

分
担
を
し
な
が
ら
手
際
よ
く
調
理
し

ま
し
た
。

参
加
者
は「
協
力
し
な
が
ら
料
理
を

す
る
の
は
楽
し
い
。家
で
も
作
り
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

黒
川
里
山
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
11
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
、
麻
生

区
黒
川
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昔
な
が
ら

の
豊
か
な
自
然
が
残
る
黒
川
地
区
を

活
性
化
さ
せ
よ
う
と
地
域
住
民
や
行

政
、
近
隣
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
行

う
取
り
組
み
で
す
。

収
穫
が
終
わ
っ
た
後
の
畑
や
里
山

の
散
策
路
に
は
、
数
多
く
の
ア
ー
ト

作
品
が
並
び
、
来
場
者
は
｢自
然
と

人
工
物
の
組
み
合
わ
せ
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
配
置
さ
れ
て
い
る
｣
と
出
来
栄

え
を
称
賛
し
て
い
ま
し
た
。

セ
レ
サ
モ
ス
出
荷
者
意
見
交
換
会

を
10
月
23
日
と
11
月
２
日
の
２
日

間
、
モ
ス
ぴ
ー
ホ
ー
ル
と
柿
生
支
店

で
開
き
、出
荷
者
ら
約
90
人
が
出
席
。

「
自
己
改
革
」の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
出
荷
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報

告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
で
は
生
産
履
歴
記
帳

支
援
シ
ス
テ
ム
と
来
年
４
月
か
ら
予

定
し
て
い
る
売
上
デ
ー
タ
な
ど
を
管

理
す
る
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
に
向
け
、
生
産

履
歴
記
帳
用
紙
の
正
確
な
記
帳
な
ど

を
依
頼
。
出
席
者
か
ら
は
｢現
行
シ

ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
ー
を
強
化
し
て
ほ

し
い
｣
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
、
活

発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
、11
日
に
は
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー

レ
麻
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
さ
お
青
玄

ま
つ
り
が
開
か
れ
、
サ
ッ
カ
ー
教
室

や
選
手
サ
イ
ン
会
の
他
、
セ
レ
サ
モ

ス
出
張
販
売
を
実
施
。
前
日
に
明
治

安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ
で
見
事
優
勝

を
果
た
し
た
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の

タ
ビ
ナ
ス
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
選
手
も

販
売
に
参
加
し
、
連
覇
を
祝
う
と
と

も
に
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
市
内
産

農
産
物
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

19
日
か
ら
22
日
に
は
、
麻
生
区
役

所
で
農
の
め
ぐ
み
展
が
開
か
れ
、
岡

上
・
黒
川
・
早
野
地
区
の
農
の
風
景

や
市
内
で
栽
培
さ
れ
る
農
産
物
の

マ
ッ
プ
な
ど
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
19
日
に
は
セ
レ
サ
モ
ス
出
張

販
売
を
行
い
、
サ
ト
イ
モ
や
柿
な
ど

20
品
目
以
上
の
農
産
物
の
他
、
生
産

者
手
作
り
の
加
工
品
を
販
売
。
セ
レ

サ
モ
ス
出
荷
者
の
情
報
も
展
示
し
、

顔
が
見
え
る
直
売
所
と
と
も
に
実
り

の
秋
を
演
出
し
ま
し
た
。

農
業
所
得
増
大
に
向
け
意
見
交
換
と
出
張
販
売

学生から作品の説明を受ける来場者 手ほどきを受けながら調理する参加者

真剣に説明を聴く出席者

笑顔で地場産農産物を買い求める来場者
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川
崎
市
と
川
崎
温
暖
化
対
策
推
進

会
議
主
催
の
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
大
賞
表
彰
式
が
11
月
８
日
、
川

崎
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
賞
は
、
省
エ
ネ
や
C
O
2
削

減
な
ど
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献

し
た
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
企
業
な
ど
14
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
、
セ
レ
サ
モ
ス
の
運
営

に
よ
り
農
畜
産
物
輸
送
に
か
か
る

C
O
2
削
減
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
点
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
セ
レ
サ
モ
ス

を
基
軸
と
し
た
地
産
地
消
の
拡
大
に

力
を
入
れ
、
市
民
に
市
内
産
農
畜
産

物
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川
崎
市
主
催
の
平
成
30
年
度
か
わ

さ
き
農
業
活
性
化
連
携
部
会
が
、
11

月
８
日
、
高
津
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
部
会
は
、
市
内
生
産
者
が
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
人
た
ち
と
意
見
を
交

わ
し
、
連
携
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
市
内
生
産
者
と
不
動
産

関
係
者
合
わ
せ
て
13
人
が
参
加
。
都

市
農
業
な
ら
で
は
の
農
薬
散
布
時
の

悩
み
な
ど
を
報
告
し
、
解
決
に
向
け

て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
地
域
住
民
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
互
い
に
理

解
し
あ
う
こ
と
が
大
切
」と
話
し
、

連
携
を
は
か
り
な
が
ら
農
地
を
守
り

都
市
農
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
考

え
を
共
有
し
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

11
月
22
日
、
本
店
で
開
き
ま
し
た
。

12
人
が
参
加
し
、
認
知
症
の
症
状
や

要
介
護
者
へ
の
寄
り
添
い
方
な
ど
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ビ
オ
ラ
宮
崎
の
大
崎
愛
美
セ
ン

タ
ー
長
ら
が
講
師
を
担
当
。
認
知
症

の
初
期
症
状
の
他
、
や
さ
し
い
口
調

や
シ
ン
プ
ル
な
表
現
を
意
識
し
た
話

し
方
な
ど
要
介
護
者
へ
ス
ト
レ
ス
を

与
え
な
い
具
体
的
な
支
援
策
に
つ
い

て
、
実
体
験
を
通
じ
た
講
義
や
寸
劇

な
ど
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
認
知
症
の
人
へ
の
支

援
の
意
思
を
示
す
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
手
渡
し
、
参
加
者
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
重
要
性
や
家
族
で
支
え

合
う
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

川
崎
市
と
Ｊ
Ａ
ら
は
11
月
26
日
、

神
奈
川
県
内
で
初
と
な
る
生
産
緑
地

2
0
2
2
年
問
題
対
策
協
議
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
特
定
生
産
緑
地
へ
の
移

行
の
他
、
生
産
緑
地
の
貸
借
促
進
に

向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取
り
組
み
な

ど
を
推
進
。
市
内
農
地
の
保
全
と
と

も
に
、
後
継
者
不
足
の
解
消
や
市
民

が
農
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

29
日
に
は
本
店
で
第
1
回
の
協
議

を
行
い
、
同
会
の
取
り
組
み
方
針
を

確
認
。
今
後
は
月
1
回
程
度
情
報
を

共
有
し
、
生
産
緑
地
の
保
全
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

認
知
症
へ
の
理
解
と

　
　
　

 

知
識
を
深
め
る

県
内
初
の
生
産
緑
地　
　

   
       

協
議
会
が
発
足

都
市
農
業
の
発
展
に

　
　

向
け
意
見
交
換

地
産
地
消
で

  

C
O
2
削
減
に
貢
献

川崎市

農
業
委
員
会

農業法人 他業種
市民 NPO・福祉団体

農業経営者 農地所有者

借
り
た
い

借
り
た
い

借
り
た
い

借
り
た
い

貸
し
た
い

貸
し
た
い

生産緑地の貸借促進に向けたイメージ図

マッチング 連携JA
セレサ川崎

認知症の症状や対応策を寸劇で紹介

意見を交わす参加者

表彰状を手にする松井浩幸経済部長

10



PICK UPPICK UP

宮
前
平
支
店
で
4
0
0
億
円
報
告
会

祭
り
と
フ
ェ
ア
で
地
場
産
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ

今
回
初
と
な
る
准
組
合
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
１
０
０
０
人
を

対
象
に
10
月
１
日
か
ら
31
日
に
か
け

一
斉
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
農
協
改
革
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
他
、
当

Ｊ
Ａ
に
期
待
す
る
役
割
な
ど
を
意
見

集
約
し
、
運
営
体
制
の
充
実
・
強
化
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

各
支
店
で
は
支
店
長
が
中
心
と

な
っ
て
准
組
合
員
世
帯
を
個
別
訪
問
。

内
容
の
説
明
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
准
組
合
員

は
｢地
産
地
消
な
ど
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
｣
な
ど
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

結
果
内
容
は
２
月
以
降
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
11
月
21
日
の
生
田
地
区
を

皮
切
り
に
、
11
の
統
括
地
区
ご
と
に

准
組
合
員
を
対
象
と
し
た
座
談
会
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
座
談
会
は
、
Ｊ
Ａ
役
員
が
各

統
括
地
区
に
出
向
き
、
意
見
や
要
望

な
ど
を
直
接
聞
き
、
今
後
の
事
業
運

営
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
22
日
に
は
柿
生
地
区
、

28
日
に
は
稲
田
地
区
な
ど
各
統
括
地

区
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
市
内
産
農
産
物

に
関
す
る
感
想
の
他
、
｢支
店
で
の

直
売
会
な
ど
で
Ｊ
Ａ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ

ラ
シ
を
配
布
し
た
ら
ど
う
か
｣
な
ど

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

同
座
談
会
は
平
成
31
年
1
月
31
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

か
わ
さ
き
市
民
祭
り
が
11
月
2
日

か
ら
3
日
間
、
川
崎
区
の
富
士
見
公

園
で
開
か
れ
、
連
日
多
く
の
市
民
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
柿
生
野
菜
生
産
者
直

売
会
の
会
員
ら
が
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク

サ
イ
な
ど
新
鮮
な
野
菜
の
他
、
と
れ

た
て
の
卵
、
花
苗
物
な
ど
を
販
売
。

お
す
す
め
の
食
べ
方
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
市
内
産
農
畜
産
物
の
良
さ
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
3
日
と
4
日
に
は
か
わ
さ

き
地
産
地
消
フ
ェ
ア
を
併
せ
て
開

催
。
ふ
る
さ
と
の
生
活
技
術
指
導
士

3
人
が
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
を
販

売
し
、
来
場
者
は
試
食
を
楽
し
み
な

が
ら
普
段
味
わ
え
な
い
加
工
品
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。

宮
前
平
支
店
の
貯
金
残
高
4
0
0

億
円
達
成
報
告
会
が
11
月
9
日
、
宮

前
平
支
店
で
行
わ
れ
、
大
台
達
成
を

祝
い
ま
し
た
。

宮
前
平
支
店
の
セ
レ
サ
創
立
時
の

貯
金
残
高
は
1
8
2
億
円
余
。以
来
、

各
事
業
と
も
順
調
に
進
捗
を
重
ね
、待

望
の
4
0
0
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

ご
支
援
い
た
だ
い
た
組
合
員
や
地

域
利
用
者
に
感
謝
し
、
さ
ら
に
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

J
A
運
営
体
制
の
充
実
・
強
化
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　

  

准
組
合
員
か
ら
意
見
集
約

あいさつする大久保透代表監事

アンケートについて説明する支店長

生田地区の座談会

来場者でにぎわう野菜の即売ブース
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店主おすすめ

おいしそう♪和菓子ひろや5

5

4

3

今
回
は
東
急
田
園
都
市
線
宮
前
平
駅

か
ら
バ
ス
に
乗
り
、「
菅
生
中
学
校
」停
留

所
で
下
車
し
、街
歩
き
へ
出
発
し
ま
す
。

バ
ス
を
降
り
て
歩
き
進
む
と
、菅
生

神
社
の
鳥
居
を
見
つ
け
ま
し
た
。
鳥

居
を
く
ぐ
り
、階
段
を
上
る
と
本
殿
が

あ
り
ま
し
た
。
境
内
の
風
景
を
眺
め
、

厳
か
な
気
持
ち
で
参
拝
し
ま
し
た
。

神
社
を
後
に
し
、街
歩
き
を
再
開
し

ま
す
。
し
ば
ら
く
住
宅
地
を
歩
き
進

め
る
と
、
人
が
集
ま
る
直
売
所
を
発

見
！
の
ぞ
い
て
み
る
と
、た
く
さ
ん
の

野
菜
や
果
物
が
並
び
、店
主
お
す
す
め

の
ミ
カ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

旬
の
果
物
を
楽
し
み
、直
売
所
を
後

に
し
て
散
歩
を
続
け
ま
す
。
す
る
と
、

再
び
直
売
所
が
！
新
鮮
な
朝
ど
れ
の

ダ
イ
コ
ン
を
購
入
し
ま
し
た
。

次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
考
え
て

い
る
と
、直
売
所
で
買
い
物
を
し
て
い

た
地
元
の
方
が「
家
族
で
営
ん
で
い
る

花
屋
が
あ
る
よ
」と
教
え
て
く
れ
た
の

で
早
速
向
か
っ
て
み
ま
す
。

花
屋
に
到
着
す
る
と
、笑
顔
が
素
敵

な
店
主
が
明
る
く
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ユ
リ
や
バ
ラ
な
ど
色
と
り
ど
り

の
花
が
ず
ら
り
と
並
び
、さ
ま
ざ
ま
な

花
の
香
り
も
楽
し
み
ま
し
た
。

店
を
後
に
し
て
再
び
歩
き
進
む
と
、

和
菓
子
屋
を
見
つ
け
ま
し
た
。
店
内

に
は
、店
主
手
作
り
の
和
菓
子
な
ど
が

並
ん
で
お
り
、人
気
の
団
子
を
購
入
し

た
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
街
歩
き
は
終

了
。
地
域
に
残
る
昔
な
が
ら
の
場
所

を
訪
ね
、ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

「安くておいしい」をモットーに
昭和46年11月にオープンしま
した。約30種類の和菓子やお
にぎりなどを販売し、老若男女
問わず地元の方を中心に愛され
ています

午前中には品切れてしま
うときもある大人気のお
団子。特にあやめ（みた
らし）とあんこが人気です

ひろや

杉田芳男さんの
直売所

▪所 宮前区菅生6-19-3　▪営 9：30～18：00　▪休 月曜日

矢沢生花店

店頭には無添加にこ
だわり、ひとつひと
つ丁寧に手作りした
商品が並びます

菅生周辺を歩く
地域に親しまれる場所を訪ねる

菅生
　宮前区の北西部にある菅生は多摩丘陵
上に位置し、起伏に富んだ地形である。
一帯は住宅や商業施設が多く立ち並んで
いるが、山林や農地も多く残されている。

川崎探検隊
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杉田農園野菜直売所

「季節ごとの野菜や果物を楽しんでもらいたい」との思いで
年間約50品目を栽培。常に店頭に並ぶように時期を少し
ずつずらす工夫もしています。これからの時期はコマツナ
やダイコン、ホウレンソウなどが店頭に並びます

夏はトマトやキュウリ、冬はサトイモやダイコンなどの
野菜が人気です

杉田芳男さんの直売所3

朝
ど
れ
の
新
鮮
野
菜

人
気
の
新
鮮
野
菜

年間100品目ほどの野菜や果物を販売しています。なる
べく農薬を使わずに生産し、お客さんからは「新鮮でおいし
い」と好評です。朝早くから買い物客でにぎわい、これから
の時期はミカンとヤツガシラがおすすめです

旬の農産物がたくさん並びます。春はタ
ケノコ、夏はトマトやカスタードフルーツ、
秋はミカンやキウイフルーツ、冬はダイコ
ンやキャベツなどが店頭に並びます

値札の上に色別でラインを引
き、農薬をどのぐらい使用して
いるかがわかるようになってい
ます

平瀬川

菅生神社杉田農園野菜直売所

矢沢生花店

12

立派な石碑と鳥居！

豊富な品ぞろえ

オリジナル！

4

2

1

清水台

50年以上続く地域住民に親しまれている花屋。
店内には色とりどりの季節の花をはじめ、約80種
類の切り花やポット苗などが取り揃えられてい
ます

店頭販売の他、記念日や誕生
日などのアレンジメントも
行っています

▪所 宮前区菅生2-8-1

蔵敷交番前

菅生神社

▪所 宮前区犬蔵1-37-20　
▪営 水曜日・土曜日・日曜日
　　9：30～12：00 

▪所 宮前区菅生6-19-6　
▪営 9：00〜18：00　▪休 水曜日

天福元年（1233年）に創建し、平村白幡八幡大神からの
分霊を奉斎したと言われています。現在の社殿は昭和
40年10月に再建したもので、明治43年4月に向丘村菅
生の小字初山の正八幡大神と長沢の神明神社水沢の旭
稲荷神社、枝谷の御嶽神社、その他十社を合併して菅生
神社と改称し、菅生全域の鎮守となりました

菅生中学校

JA 菅生支店

▪所 宮前区菅生6-32-6　
▪営 火曜日・木曜日・土曜日 9：00～12：00 
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ん

ひゅ
まう

Human

50
年
ほ
ど
前
に
テ
レ
ビ
で
見
た｢

Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢｣

で
出
場
者
が
真
剣
に

歌
う
姿
に
感
動
し
、
同
じ
舞
台
で
歌
い

た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
作
業
が
あ
る
た
め
当
初
は
、
温
室

内
に
ラ
ジ
カ
セ
を
持
ち
込
ん
で
練
習
し

て
い
ま
し
た
が
、
６
年
前
に
夫
が
体
調

を
崩
し
入
院
。
今
ま
で
以
上
に
多
忙
に

な
っ
た
も
の
の
夢
を
諦
め
き
れ
ず
、
作

業
が
終
わ
っ
た
夜
に
週
に
一
度
、
一
人

で
近
所
の
カ
ラ
オ
ケ
店
に
出
向
き
、
２

時
間
集
中
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

練
習
で
は｢

１
０
０
０
回
歌
い
１
曲

を
マ
ス
タ
ー
す
る｣

と
、
選
曲
を
絞
り

同
じ
曲
を
リ
ピ
ー
ト
し
、
腹
式
呼
吸
を

意
識
し
な
が
ら
、
音
程
や
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
体
全
体
で
覚
え
て
い
き
ま
す
。
歌
っ

て
い
る
時
間
は
と
て
も
楽
し
く
、
熱
中

し
過
ぎ
て
終
了
確
認
の
コ
ー
ル
音
に
気

が
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

帰
宅
後
も
歌
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ

ず
、
お
手
本
の
歌
手
と
録
音
し
た
自
分

の
歌
声
を
聴
き
比
べ
る
な
ど
次
の
練
習

に
向
け
て
余
念
は
あ
り
ま
せ
ん
。

番
組
に
出
場
で
き
る
の
は
約
２
０
０
０

組
の
応
募
か
ら
わ
ず
か
20
組
。
最
終
選

考
に
は
６
度
進
ん
だ
も
の
の
本
選
出
場

は
叶
わ
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
気
持
ち
を
バ
ネ
に
今
後
も

夢
の
舞
台
を
目
指
し
ま
す
。

夫と２人で菅の伝統野
菜｢のらぼう菜｣を中心に
夏野菜や柿など年間約
10品目を栽培していま
す。今年で82歳になりま
すが、農業も歌も全力で
取り組んでいます。

多摩区菅野戸呂
髙橋 寛子さん

PROFILE

ＩＴＳＵ

私の好きなこと

夢への想いを
　　歌に込める
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ん

ひゅ
まう

Human

地
域
活
動
で
笑
顔
を
届
け
る

多
摩
区
枡
形 

木
下 

新
一
さ
ん

30
年
ほ
ど
前
、
地
元
の
先
輩
か
ら
、

保
育
園
の
卒
園
生
で
構
成
す
る｢

い
ち
ょ

う
の
会｣

の
副
会
長
と
し
て
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
と
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
は
家
業
の
梨
栽
培
な
ど
も
あ
り
、

｢

自
分
に
大
役
が
務
ま
る
か｣

と
の
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
思

い
出
づ
く
り
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い

引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

約
50
人
の
会
員
と
と
も
に
、
盆
踊
り

や
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
。
会
員
を
は
じ
め
、
園

児
や
先
生
と
協
力
し
な
が
ら
や
ぐ
ら
の

設
置
や
飾
り
付
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
７
月
の
お
泊
ま
り
会

で
は
、会
員
が
育
て
た
ニ
ン
ジ
ン
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
を
提
供
し
、
園
児
た
ち
が

地
場
産
野
菜
カ
レ
ー
を
調
理
。
初
め
て

の
調
理
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
皆
で
力

を
合
わ
せ
て
完
成
さ
せ
た
カ
レ
ー
を
笑

顔
で
口
に
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見

て
は
、｢

こ
の
笑
顔
を
守
り
、
次
代
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い｣

と
い
う
気
持
ち
が

さ
ら
に
強
く
な
り
ま
す
。
最
後
に
花
火

大
会
も
行
い
、
思
い
出
に
残
る
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
仕
上
げ
る
と
と
も
に
、
世

代
を
超
え
た
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

皆
で
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上

げ
、
同
じ
も
の
を
口
に
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
み
な
ら
ず
親
同
士
の
距
離
も

近
く
な
る
な
ど
、
確
か
な
手
応
え
を
実

感
。｢

少
し
は
地
域
の
力
に
な
れ
て
い
る

か
な｣

と
、
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

現
在
は
会
長
と
し
て
９
年
目
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
力
を
注
ぎ
な
が
ら
も｢

今

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
た
い｣

と
地
元

自
治
会
の
副
会
長
も
兼
務
し
て
い
ま

す
。
町
内
の
定
期
清
掃
や
12
月
の
甘
酒

祭
り
な
ど
を
通
じ
て
さ
ら
に
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
に
笑
顔
と
交
流
の
場
を
届
け

て
い
き
ま
す
。
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農作業が一息つくと家族で日帰り旅行
に出掛けます。毎年行く北杜市明野サン
フラワーフェスでは、大自然を背景に約
60万本のひまわりが一面に広がり、何
度見ても感動。都会の喧騒を忘れ、日々
の疲れを癒しています。

Power's Voice

昨
年
11
月
、
夫
が
腰
を
痛
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
義
父
と
夫
の
３
人
で
約
20
㌃
の
畑

で
、
ダ
イ
コ
ン
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
野
菜
と

果
樹
を
年
間
40
品
目
以
上
栽
培
。
２
人
が

立
て
た
作
付
け
計
画
に
合
わ
せ
、
種
ま
き

や
定
植
、
収
穫
、
荷
造
り
な
ど
一
連
の
作

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
関
す
る
知
識
や
経
験
は
、
幼
い

頃
に
実
家
の
畑
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
程

度
で
、
就
農
時
は
夫
に
教
わ
り
な
が
ら
農

作
業
を
行
う
毎
日
。
低
姿
勢
で
の
植
え
付

け
や
マ
ル
チ
張
り
な
ど
慣
れ
な
い
作
業
の

他
、
強
風
や
大
雨
の
日
は
気
が
休
ま
り
ま

せ
ん
が
、
自
然
に
負
け
ず
元
気
よ
く
生
長

し
て
い
く
農
産
物
を
見
て
は
、
栽
培
す
る

楽
し
さ
と
や
り
が
い
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

無
事
に
収
穫
を
迎
え
た
農
産
物
は
丁
寧

に
袋
詰
め
し
、
セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
や
近

隣
の
ス
ー
パ
ー
、
冬
と
夏
に
は
高
津
支
店

と
久
地
駅
前
支
店
の
店
頭
で
行
う
青
壮
年

部
高
津
支
部
に
よ
る
農
畜
産
物
即
売
会
に

出
荷
。
夫
か
ら
毎
回
完
売
し
て
い
る
話
を

聞
き
、
消
費
者
が
自
分
た
ち
の
育
て
た
野

菜
を
選
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、

日
々
の
作
業
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
５
月
に
は
、
娘
と
同
じ
幼
稚
園
に

通
う
子
の
母
親
か
ら
栽
培
し
て
い
る
野
菜

を
食
べ
た
い
と
頼
ま
れ
、
お
裾
分
け
し
た

と
こ
ろ
「
こ
ん
な
に
お
い
し
い
野
菜
を
地

元
で
食
べ
れ
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
｣

と
大
好
評
。
評
判
が
少
し
ず
つ
広
ま
り
、

半
年
経
っ
た
現
在
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
｢Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
｣
で
数
人
と
や
り
と
り
を
し
て
い

ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
旬
の
農
産
物
の

情
報
や
自
農
園
の
野
菜
を
使
っ
た
調
理
方

法
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
ま
た
、
幼
稚
園
で
行

わ
れ
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
な
ど
農
の

話
題
で
話
が
弾
み
、
食
と
農
へ
の
関
心
を

深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

家
族
で
力
を
合
わ
せ
て
野
菜
と
果
樹
を
栽

培
し
、
今
後
も
消
費
者
に
新
鮮
で
お
い
し

い
市
内
産
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

直
売
で
農
産
物
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

高
津
区
下
作
延
　 

牧
野 

由
里
香
さ
ん

16



SHOKU NOU

ケ
ー
ル
は
、「
青
汁
」
の
材
料
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
野
菜
で
す
が
、
近
年
は
サ
ラ

ダ
や
炒
め
物
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

温
暖
な
気
候
で
あ
れ
ば
、
一
年
中
栽

培
可
能
な
ケ
ー
ル
で
す
が
、
旬
は
11
月

か
ら
２
月
頃
。
キ
ャ
ベ
ツ
と
同
じ
で
、
霜

が
降
り
る
よ
う
に
な
る
と
甘
み
が
増
し
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
の
も
の
は
葉
が

厚
く
な
る
た
め
、
青
汁
や
煮
込
み
料
理

に
向
い
て
い
ま
す
。
栄
養
面
で
は
、
夏
頃

に
ビ
タ
ミ
ン
類
や
カ
ロ
テ
ン
の
量
が
多
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ル
に
は
、
葉
が
丸
く
て
シ
ワ
の
な

い
葉
が
特
徴
の
「
コ
ラ
ー
ド
ケ
ー
ル
」、

や
わ
ら
か
く
て
比
較
的
ク
セ
が
少
な
く

サ
ラ
ダ
に
向
い
て
い
る
「
ベ
ビ
ー
ケ
ー

ル
」、
葉
が
カ
ー
ル
し
て
い
る
の
が
特
徴
の

「
カ
ー
リ
ー
ケ
ー
ル
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

ケ
ー
ル
は
、
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
を
豊
富
に
含
ん
で

お
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
眼
精
疲
労

の
改
善
、
便
秘
解
消
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
栄
養
価
が
高
い
こ
と
か
ら「
野

菜
の
王
様
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

購
入
の
際
は
、
葉
の
緑
色
が
濃
く
、

張
り
が
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
持
っ
た
と
き
に
重
量
感
が
あ
る
も
の

が
お
す
す
め
で
す
。
種
類
に
よ
っ
て
は
、

葉
が
縮
れ
て
い
る
な
ど
違
い
が
あ
る
の

で
、
種
類
の
特
性
を
理
解
し
て
選
ぶ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　    ケ
ールとツナの卵炒め

材料（4人分）

作り方

●ケール･････････････３枚
●ツナ･･････････････１缶
●卵･･･････････････ ２個

●ごま油･･･････････ 適量
●醤油･･･････････ 小さじ１
●塩・コショウ･･････ 少々

①ケールの葉は一口大の大きさに、芯の部分は千切りに
する。
②フライパンにごま油を熱し、①を炒める。しんなりしたら、
ツナを加えてさらに炒める。
③②に醤油と塩、コショウを加え、溶き卵を入れて混ぜ合
わせる。
④③の卵に火が通ったら、できあがり。

ケ
ール

ア
ブ
ラ
ナ
科
ア
ブ
ラ
ナ

属
で
原
産
は
地
中
海
沿
岸
。

キ
ャ
ベ
ツ
の
原
種
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
キ
ャ
ベ
ツ

の
よ
う
に
結
球
は
せ
ず
、

葉
が
１
〜
２
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
ま
で
伸
び
る
の
が
特
徴
。

日
本
へ
は
、
江
戸
時
代
に
伝

来
し
た
と
い
わ
れ
、「
羽
衣
甘

藍（
は
ご
ろ
も
か
ん
ら
ん
）」「
緑

葉
甘
藍
（
り
ょ
く
よ
う
か
ん
ら

ん
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ル
は
な
る
べ
く
早
く

使
い
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
す
ぐ
に
使
わ
な
い
場

合
は
、
湿
ら
せ
た
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
で
包
ん
で
ポ
リ
袋

に
入
れ
、
冷
蔵
庫
の
野
菜
室

で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
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対　策

キュウリの退緑黄化病

　川崎市内の施設キュウリやトマトを中心にタバコ
コナジラミが蔓延し、同種が媒介するウイルス病が
多発しています。ウイルス病を防ぐには、タバココ
ナジラミの発生を抑えないと対策が進みません。タ
バココナジラミの発生を抑えましょう。

タバココナジラミ
　　　　　  による
ウイルス病を防ごう

※ J A では、本欄で執筆している営農技術顧問による営農相談コーナーを開いています。
　病害虫被害の場合は、被害作物をお持ちいただくと助かります。開催日は22ページをご参照ください。

営農技術顧問  衣巻　巧

促成トマト、抑制トマト、露地トマト

抑制キュウリ、露地キュウリ

＜発生しているウイルス病＞
ウリ類退緑黄化病（CCYV）
　本年、施設の抑制キュウリで多発しています。
＜症状＞
　発生初期は葉に退緑斑点が生じ、その後、斑点
が拡大し、癒合しながら葉脈に沿った部分を残し
て葉全体が黄化します。葉縁が下に巻く症状がみ
られ、黄化による草勢低下および収量、品質が低下
します。

＜発生しているウイルス病＞
トマト黄化葉巻病（TYLCV）
　昨年セレサ川崎管内の施設トマト、露地トマトで
大発生し、問題となったウイルス病です。
＜症状＞
　新葉が葉縁か
ら退色し、黄化
しながら葉巻症
状を表します。
症状が進むと株
全体が委縮し、
正常な開花や結
実しないため、
収量が著しく低下します。
＜病原ウイルスの特徴＞
・トマト黄化葉巻ウイルス（Tomato yellow leaf 

curl virus：TYLCV）が病原菌で、タバココナジ
ラミが媒介します。タバココナジラミによって永
続的に伝搬し、接触伝染や土壌伝染はしません。

・このウイルスはトマトやミニトマト、トルコギ
キョウなどに感染・被害をあたえ、ピーマンや
ジャガイモ、ノゲシは感染はしますが、被害は与
えません。

＜病原ウイルスの特徴＞
　ウリ類退緑黄化ウイルス（Cucurbit clorotic 
yellows virus：CCYV）が病原菌でタバココナジラ
ミによって媒介されます。自然感染による症状が確
認されている栽培作物は、キュウリやメロン、スイカ
です。なお、ナデシコ科のオランダミミナグサとクワ
科のクワクサにも感染が認められています。

農薬登録内容の変更情報 ◎ マネージDF（11月21日から変更）　　
　 〈だいず〉　削除

・育苗時からの管理の徹底
・育苗時は目合い 4㎜以下のネットで覆い、タバコ

コナジラミを寄せ付けない。
・ほ場及び周辺の除草を徹底する。野良トマトやト

マト罹病残渣、キュウリ罹病残渣は、土中に埋め
るなどして、ほ場及び周辺から完全に取り除く。

・施設では目合い 4㎜以下のネットで開口部を覆
い、タバココナジラミを侵入させない。

・育苗期より定期的に殺虫剤を散布し、タバココナ
ジラミの発生を防ぐ。（育苗後半、定植時に粒剤
施用）

・施設トマトの場合、耐病性品種を導入する。耐
病性品種でも高温時 30℃以上になると症状が現
れる場合があるので注意する。また、耐病性品
種は黄化葉巻病を発病しないだけで植物体内に
はウイルスを保持しているので、媒介昆虫であ
るタバココナジラミの防除は徹底する。　

・施設トマトや施設キュウリ、露地トマト、露地キュ
ウリ、ナスなどタバココナジラミの発生の連鎖を
断つ必要がある。

・施設では、厳冬期（12月下旬から2月上旬）に2週
間以上開口部を解放し、施設内に寒気入れ、タ
バココナジラミを完全に死滅させる（タバココナ
ジラミは、露地では越冬できない）。圃場内の雑
草は完全に除去する。

トマト黄化葉巻病  
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1月の運勢 モナ・カサンドラ

農
協
改
革

～ 

自
然
災
害
時
、Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
が「
営
農
と
生
活
全
般
を
守
る
」 ～

【全体運】できる人と比べ、落ち込み
やすい傾向がチラリ。「人は人」と割
り切って。リフレッシュするには神社
散策が吉
【健康運】食生活が乱れがち。特に
暴飲暴食に注意
【幸運の食べ物】タラ

【全体運】前向きな気持ちになれる
月です。やってみたいことがある
なら、積極的に取り組んでみて。新
チャレンジも幸運
【健康運】体を軽く動かすことで気
力回復の兆し
【幸運の食べ物】伊予カン

【全体運】物事を邪推しやすく、不要
なトラブルを招く原因に。余計な発
言は控えるべき。開運には窓や鏡を
磨くと効果大
【健康運】ストレスを感じそう。十分
な休息が大事
【幸運の食べ物】ナバナ

【全体運】勢いがある半面、不注意
になりそう。小さな失敗にクヨクヨ
せず、サッと切り替えましょう。観劇
が良い刺激に
【健康運】運動を満喫して。心身共
に良い影響が
【幸運の食べ物】長ネギ 

【全体運】いつになく神経質になっ
てしまうかも。深刻に受け止めやす
いので、気楽に構えること。深呼吸
でリラックスを
【健康運】温活に力を入れると、順調
に過ごせます
【幸運の食べ物】おから

【全体運】レジャー運が盛り上がる予
感。気の合う仲間たちとにぎやかに
過ごして。新年会などの幹事役は進
んで引き受けて吉
【健康運】無茶なダイエットは×。肩
の力を抜いて
【幸運の食べ物】ワカサギ

【全体運】思い込みが激しくなる気
配。特に伝言ミスをしやすいので、
ご用心。また、慣れている作業でも
確認を徹底して
【健康運】なんとなく不調を感じが
ち。睡眠が必須
【幸運の食べ物】ホウレンソウ

【全体運】知的好奇心を大切にした
い時期。気になるジャンルについて
情報収集を。話題の映画を見るのも
うれしい発見あり
【健康運】おおむね安泰。スポーツや
ダンスを楽しんで
【幸運の食べ物】ダイコン

【全体運】プライベートの充実に力
を入れると、満足感を得られます。
興味を持っていた趣味や習い事を
始めるのも正解 　　　　
【健康運】規則正しい生活を。特に
早起きがグッド
【幸運の食べ物】キンメダイ

【全体運】自分に自信が生まれそう。
大胆にリーダーシップを発揮しま
しょう。また、未体験の世界に飛び
込むのも大賛成
【健康運】評判の健康法が体質に
ぴったり合うかも
【幸運の食べ物】京菜

【全体運】何かと迷いが生まれやす
いもよう。1人で悩まず、信頼できる
相手に相談してみて。気晴らしには
音楽鑑賞が最適
【健康運】つい食べ過ぎてしまう気
配。節制が必要
【幸運の食べ物】サワラ

【全体運】今まで付き合ったことの
ないタイプと知り合える期間。飲み
会には意欲的に参加して。趣味の集
まりにも注目を
【健康運】疲れやすい暗示。早めの
ケアを心掛けて
【幸運の食べ物】納豆

おひつじ座 3/21～4/19 おうし座 4/20～5/20 ふたご座 5/21～6/21 かに座 6/22～7/22

しし座 7/23～8/22

いて座 11/23～12/21

おとめ座 8/23～9/22

やぎ座 12/22～1/19

てんびん座 9/23～10/23

みずがめ座 1/20～2/18

さそり座 10/24～11/22

うお座 2/19～3/20

平
成
30
年
は
全
国
各
地
で
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ

け
猛
威
を
振
る
っ
た
９
月
末
の
台
風
24
号

は
、
7
月
末
の
台
風
21
号
に
引
続
き
全
国

的
に
農
作
物
や
農
業
施
設
、
更
に
は
日
常

生
活
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
結
果
と
な

り
ま
し
た
（
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
台
風
24
号
に

よ
る
農
業
施
設
の
被
害
状
況
は
下
表
の
通

り
）。こう

し
た
状
況
を
受
け
て
、
当
Ｊ
Ａ
は

共
済
事
業
で
は
被
害
に
対
し
て
共
済
金
の

支
払
い
請
求
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
て

き
た
他
、
信
用
事
業
で
は
10
月
か
ら
台
風

被
害
に
対
し
て
無
利
息
の
「
災
害
救
済
資

金
」（
農
業
用
施
設
の
再
建
資
金
・
営
農
再

開
に
必
要
な
運
転
資
金
）
の
取
扱
い
を
開

始
し
、
更
に
営
農
指
導
事
業
で
は
、
12
月

３
日
に
一
部
費
用
を
助
成
す
る
形
で
「
台

風
24
号
被
害
に
伴
う
農
業
資
材
の
臨
時
回

収
」な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

自
然
災
害
を
通
じ
た
農
業
や
生
活
へ
の

被
害
は
、
異
常
気
象
や
震
災
が
多
発
し
て

い
る
近
年
に
お
い
て
被
害
状
況
も
大
き
く

な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
に

こ
そ
、「
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
」
は
そ
の
役
割

と
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
、
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
「
営
農
と
生
活
全
般
を
守
る
」

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

総被害件数 １３２件

主な
被害内容

ハウス関係
ガラス破損
フィルム破損
骨組み破損
全壊　　　など

棚関係 果樹棚破損
網破損　　など

倉庫関係
壁破損
屋根破損
全壊　　　など

当JA管内の台風24号による農業施設の被害状況

※平成30年11月14日現在。当JA営農部調べ。 農業資材の臨時回収を実施
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読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

m
ail  b

ox
待
ち
遠
し
い
…

　

サ
ン
ス
ベ
リ
ア
に
花
が
咲
く
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
家
で
も
育
て
て
い
る
の
で
、い
つ

か
咲
い
て
く
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
多
摩
区
・
都
築
さ
ん
）

投
稿
の
お
礼

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
感
想
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
Ｊ
Ａ
広
報
課
）

安
心
な
Ｊ
Ａ
共
済

Ｊ
Ａ
の
建
物
更
生
共
済
に
30
年
間
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
と
て
も
良
い
保
険
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。�（
相
模
原
市
・
島
貫
さ
ん
）

興
味
津
々
！

　

野
菜
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
よ
う
で
実
は
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
す
。
読
め
ば
読
む
ほ
ど
野
菜
に
興
味
が
湧

き
ま
す
ね
。�

（
幸
区
・
外
木
さ
ん
）

作
っ
て
み
ま
し
た

　

DISH UP!

の
記
事
を
読
み
、材
料
が
あ
っ
た
の

で
早
速
夕
食
に
作
っ
て
み
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
く
で
き
ま
し
た
。        （
中
原
区
・
黒
瀬
さ
ん
）

市
内
産
野
菜
を
堪
能

　

先
日
、黒
川
に
あ
る
明
治
大
学
黒
川
農
場
収

穫
祭
に
行
き
ま
し
た
。
収
穫
体
験
な
ど
の
催

し
物
は
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、す
ご
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。
帰
り
に
セ
レ
サ
モ
ス
麻
生

店
に
寄
り
、買
い
物
を
し
て
帰
り
ま
し
た
。
ま

た
、食
＆
農
で
紹
介
さ
れ
た
レ
シ
ピ
は
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。�  （
麻
生
区・藤
本
さ
ん
）

①
障
子
よ
り
は
破
れ
に
く
そ
う
な
建
具

③
彼
は
○
○
東
西
の
文
学
に
詳
し
い

⑤
素
振
り
中
の
バ
ッ
ト
が
切
る
も
の

⑥
テ
ン
サ
イ
な
ど
か
ら
作
ら
れ
る
調
味
料

⑦
漫
談
家
が
巧
み
な
○
○
で
場
を
沸
か
せ
た

⑨
カ
キ
や
タ
イ
ラ
ギ
、
ト
コ
ブ
シ
な
ど

⑪
○
○
考
査
。
○
○
手
当

⑬
寒
い
日
に
は
氷
が
張
る
こ
と
も

⑮
平
成
31
年
の
十
二
支
は

⑰
闘
鶏
に
使
わ
れ
る
鳥
。
漢
字
で
書
く
と
軍
鶏

⑲
農
具
や
収
穫
物
を
入
れ
て
お
く
建
物

⑳
壁
の
○
○
か
ら
風
が
吹
き
込
ん
だ

㉑
旅
客
機
に
乗
っ
て
た
め
る
人
も
い
ま
す

タテのカギ
①
輪
郭
を
描
い
た
紙
に
目
や
鼻
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
並
べ
て
遊
び
ま
す

②
1
、
2
、
3
や
一
、二
、三
な
ど

③「
春
の
海
」
や
「
六
段
の
調
（
し
ら
べ
）」
を
奏
で
る
楽
器

④
小
銭
入
れ
に
入
れ
る
物

⑥
鹿
児
島
産
焼
酎
の
原
料
の
多
く
は
こ
れ

⑧
空
か
ら
ち
ら
ち
ら
と
降
っ
て
き
ま
す

⑩
山
田
太
郎
さ
ん
だ
っ
た
ら
T
・
Y

⑫
怒
る
と
頭
に
生
え
る
か
も

⑭
車
窓
を
流
れ
て
い
く
も
の

⑯
剣
道
で
使
う
武
具

⑱
ご
来
光
を
見
る
た
め
に
登
る
人
も
い
ま
す

ヨコのカギ

10
月
の
こ
た
え

市
内
産
野
菜
で
健
康
に
♪

セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
で
大
き
く
て
お
い
し

い
ゴ
ボ
ウ
を
買
い
ま
し
た
。
ゴ
ボ
ウ
は
食
生

活
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
ゴ
ボ
ウ
を
使
っ
た
料
理
を
た
く
さ
ん
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。       （
高
津
区・小
宮
さ
ん
）

このコーナーでは、身近な出来事など､皆さまからお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方およびクロスワードパズルにお答えいただいた方の中から
抽選で5人の方に、セレサモス等で使える農協全国商品券1,000円分をプレゼント
します。送付方法は郵送で、郵便番号､ 住所､ 氏名（匿名の方はペンネームを添えて）､
年齢､ 電話番号を記入し、右記まで送付してください。なお、写真の掲載を希望
される方は､ プリントを封書でご送付ください。
※匿名を希望される場合は、必ずペンネームをお書き添えください。
※個人情報保護法に基づき､応募された方の個人情報は賞品発送以外には使用しません。

◆ 応 募 方 法 ◆ お
寄
せ
頂
い
た
ご
感
想
、イ
ラ
ス
ト
等
は

本
誌
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。◎締切　1月17日（木）必着

①〒・住所・氏名・

   年齢・電話番号

②クロスワードパズル

　の答え
③本誌やＪＡへの

　ご感想・イラスト等

④農業やＪＡに関する

　身近な疑問等

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎

　
　
　
　
　

 

2-

13-

38

バ
ン
シ
ユ
ウ

応
募
総
数
33
通

当
選
者
5
人
の
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
正
解
し

て
も
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

毎
号
の
機
関
誌
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が

楽
し
み
で
、頭
の
体
操
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
ま

た
、DISH UP!

や
食
＆
農
の
料
理
の
レ
シ
ピ
を

参
考
に
作
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

で
す
。�

（
麻
生
区
・田
村
さ
ん
）

久
し
ぶ
り
の
デ
ー
ト

先
日
、主
人
と
二
人
で
立
川
の
昭
和
記
念
公

園
に
行
き
、コ
ス
モ
ス
が
と
て
も
き
れ
い
に
咲
い

て
い
ま
し
た
。
帰
り
に
、コ
ス
モ
ス
の
摘
み
取
り

が
で
き
ま
し
た
。
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

�
       （

中
原
区
・川
口
さ
ん
）

先
進
的
な
取
り
組
み

　

特
集
の「
注
目
し
た
い
農
業
技
術
を
紹
介
」

の
記
事
を
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
温
室
内

の
環
境
を
自
動
で
計
測
・
記
録
し
、
目
で
見
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
温
室
内
環
境
遠
隔

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム「
み
ど
り
ク
ラ
ウ
ド
」

な
ど
の
導
入
は
農
業
に
お
け
る
進
歩
だ
と
感

じ
ま
し
た
。            （
町
田
市
・
大
内
さ
ん
）
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JAからのお知らせ

QQQ 広場&AAA教えてJA！ 

A

Q

農業やJ Aに関する
身近な疑問等をお寄せください

歩いて農と食を楽しむ
柿生地区協同活動強化委員会と岡上地区の生産者ら
は11月10日、農と食を楽しむウオーキング大会を開きま
した。
当日は、ＪＡ利用者ら約70人が参加。小田急線鶴川駅か

ら岡上地区の農業振興地域など約3kmの道のりを1時間ほ
どかけて散策し、畑で完熟した柿の収穫を体験しました。
その後、岡上地区
の女性部員手作
りの岡上産の米を
使ったおにぎりの
他、具材のネギや
ニンジンなども岡
上産の豚汁を味わ
い、実りの秋を実
感する楽しい1日
を過ごしました。

ウォーキングで歴史を巡る
　女性部川崎南支部大島班は11月5日、健康ウォーキング
を行い14人が参加しました。
　大島班では、班員の健康増進を目的に実施され、今回で
5回目になります。当日は京急大師線の東門前駅を出発し、
地図を片手に渡し跡や神社仏閣を巡るなど周辺地域の歴
史を学びながら約2kmの道のりを歩きました。

本誌10月号に農業者年金の記事が載っていたのですが、この年金はどのよう
な制度ですか。

農業者年金は、農業者の老後の安心・安定を確保するための年金です。特
徴としては、積立方式の確定拠出型年金で、通常加入なら保険料の額が限

度内で自由に選べ、支払った保険料は全額（最高80万4千円）が社会保険料控除の
対象になります。また年金は生涯受給でき、万一80歳前にお亡くなりになった場合
は、ご遺族に死亡一時金が支給されます。年間60日以上農業に従事する60歳未満
の国民年金第1号被保険者であればどなたでも加入できます。詳しくは、支店の窓口
または渉外者担当者にお問い合わせください。

なるほど、参考に
なりました。
検討してみます。

柿の収穫を楽しむ参加者

営業内容 12/28（金）12/29（土）12/30（日）12/31（月） 1/1（火） 1/2（水） 1/3（木） 1/4（金）

本支店 通常営業 休業日 通常営業

Ａ
Ｔ
Ｍ

支店 通常稼働
土曜日扱い

（8:00～
21:00）

日・祝日扱い
（8:00～21:00） 休止 通常稼働

セレサモス
麻生店 通常稼働

土曜日扱い
（10:00～

17:00）

日・祝日扱い
（10:00～

17:00）
休止

12/31（月）の手数料は平日扱い（三菱ＵＦＪ銀行キャッシュカードによ
る取引は、曜日と時間にかかわらず108円の手数料となります）。
マルチペイメント 1/1（火）8：00〜18：40取扱可、1/2（水）取扱不可。
ゆうちょ銀行・ＪＦマリンバンク1/1（火）～1/3（木）取扱不可。

緊急連絡先：0120-50-9674（フリーダイヤル）
ＪＡ共済の
自動車事故 緊急連絡先：0120-258-931（フリーダイヤル）

購
買
統
括
セ
ン
タ
｜

経済
センター店 通常営業 休業日 通常営業
配送
業務 年内は、12/21（金）まで。年始は、1/7（月）から。
園芸用

重油配送
12/27（木）12:00までの受注分は、12/29（土）の配送。

 12/27（木）12:00以降の受注分は、1/4（金）から配送。 
畜産飼料

配送
〈袋〉12/14（金）12:00締切、12/28（金）最終配送。

〈バラ〉12/18（火）12:00締切、12/29（土）午前中最終配送。
新年の配送は、1/4（金）から。

引き出物
関係 無休

正月用
もち配送 12/25（火）～12/27（木）

パーシモン 通常営業 休業日 通常営業
コイン精米機          

（パーシモン） 通常稼働 休業日 通常稼働
セレサモス
（麻生店･

宮前店）
通常営業 休業日

新年の初売りは1/5（土）10:00から。
セレサ

不動産㈱
【本社】12/27（木）17:30まで、1/7（月）から通常営業。 

 【菅営業所】12/27（木）18:00まで、1/6（日）から通常営業。
セレササービス㈱

〈葬祭センター〉
通常営業 17:00まで 休業日 通常営業

【葬祭受付業務】 無休（24時間対応）：0120-3096-56（フリーダイヤル）
全農かながわ
ＪＡプロパン
センター川崎

通常営業 休業日 通常営業
緊急連絡先：0120-182-571（フリーダイヤル）

（平成30年7月2日から、ＬＰガス集中監視センターに変更となっております）

年末年始の営業のお知らせ

晴れの入賞者  
敬称略（　）内住所

平成30年度川崎市キャベツ･ブロッコリー立毛共進会
11月7日　市内巡回

キャベツの部　出品点数10点
▽特選＝持田栄一（東有馬）

ブロッコリーの部　出品点数8点
▽特選＝青木菊雄（野川）

平成30年度川崎市花き立毛共進会
11月12日　市内巡回　出品点数6点
▽特選＝田中修（下小田中）

平成30年度川崎市園芸生産物品評会
11月21日　セレサモス宮前店　出品点数454点

▽優秀賞＝だいこん･小川耕平（神木）､きゃべつ･森修二（久末）､
ブロッコリー･鈴木栄（上作延）､きゅうり･川端渉太（黒川）､トマト･持田栄一（東有馬）､

なし･白井正壽（菅稲田堤）､かき･樋山厚（同）､ドリアン･吉田貴次（馬絹）､
ケイトウ･中村武子（新作）､大紫式部･吉田恵一（馬絹）､シクラメン･田中修（下小田中）､

パンジー･内藤浩由（同）､タイワン椿･内田晴夫（東有馬）

地図で場所を確認しながら歩く参加者
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セレサモスからのお知らせ

出荷者のコメント

出荷者のコメント

出荷者のコメント

出荷者のコメント

セレサモス
出荷者紹介
セレサモス
出荷者紹介『

モス
ぴー』の 第8回定例理事会　11月20日（火）  	 本店で開催理事会だより

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

営業時間のご案内
●支店窓口　平日9：00～15：00
●ＡＴＭ　8：00～21：00
　（セレサモス麻生店は営業時間内の稼働）
●経済センター店
　平日・土日9：00～16：30※祝日は休み
●資材店舗パーシモン
　平日・土日9：00～16：30※祝日は休み
●セレサモス麻生店
　10：00〜17：00
●セレサモス宮前店 
　10：00～18：00
　※渋滞緩和のため開店時間を早める
　　場合があります。　
　　（定休日：水曜・年末年始他）
　※12月は水曜日も営業いたします。

セレサのDATA （11月30日現在）

購買品供給高� ７億４５百万円
販売品取扱高� ９億１２百万円
施設事業契約高� ７１億３７百万円
貯金� １兆４，９１２億円
貸出金� ５，３９５億円
長期共済保有高� １兆６，８３０億円
年金共済保有高� ３４５億円
組合員数� ６７，７５９人
　うち正組合員� ５，４４７人
　　　准組合員� ６２，３１２人

 1月の営農相談コーナー
●経済センター店
　（宮前区有馬2-13-1）
　11日（金）、16日（水）、25日（金）
●資材店舗パーシモン
　（麻生区片平2-30-15）
　8日（火）、15日（火）、24日（木）、
　29日（火）
●時　間　9：00～16：00
●相談員　JAの営農技術顧問
●その他　予約は不要です。

1月の年金無料相談会

セレササービスのご案内
　JＡセレサ葬祭センターは、ご葬儀ご
法事など、信頼と安心・安全をモットー
にまごころを込めてご奉仕いたします。
　提携式場として、「中野島ほうさい殿」
も、ご利用いただけます。
　事前相談や見積もり等承っておりま
す。お気軽にお問合せください。

（日・祭日除く　9：00～17：00）
0
フリーダイヤル
120-3

みおくる　こころ
096-56

危急のご連絡は 24時間・年中無休
http：//www.ceresa-service.jp

◀ J Aセレサ川崎 ホームページ　 http://www.jaceresa.or.jp/

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ　
組
合
資
格
に
変
更
の
あ
る
場
合
は
、
当
Ｊ
Ａ
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【報告事項】
開催結果
■女性部支部座談会結果報告

日 程：9月10日（月）～10月31日 （水）
場 所：各地区統括支店
出 席 人 数：315名
意見・要望：89件

今後実施すること
■平成31年度ＪＡセレサ川崎賀詞交換会

日 程：平成31年1月8日（火） 11時～
場 所：セレサホール飛翔

■手作り加工品品評会
日 程：平成31年1月24日（木）
場 所：セレサモス宮前店　モスぴーホール
目 的：市内で生産された農産物を利用した農産加

工品を展示し、生産技術の成果等を競い、生
産意欲の高揚と消費者への農業ＰＲと合わ
せ、セレサモスへの出荷者拡大を図る

■健康管理・福祉対策推進委員会
日 程：平成31年2月1日（金）　10時～11時30分
場 所：セレサホール飛翔
目　 的：第三次高齢者健康福祉基本計画の取り組みの

報告および次年度4月より取り組む第四次高齢
者健康福祉基本計画の策定に向けた周知

■第22回女性部大会
日 程：平成31年3月8日（金）　13時～15時30分
場 所：セレサホール飛翔
対 象 者：女性部員
内　 容：大会申し合わせ、記念講演

【協議事項】

1月の経営相談会（法律経営）

■15日（火）13：30～15：30 みなみ支店
13：30～15：30柿生支店

■22日（火） 9：30～11：30橘支店
13：30～15：30 中原支店

■26日（土） 9：30～11：30 梶ヶ谷ビル
■29日（火）13：30～15：30 稲田支店
相談時間は原則30分程度。予約制。
ご予約は相談会の前営業日16：00までに
各会場支店の総合相談担当まで。

（梶ヶ谷ビルは本店資産相談課まで）
土曜日の相談会については、ご予約が
ない場合は開催いたしません。

■10日（木）中原支店
■15日（火）住吉支店
■17日（木）新城支店
■20日（日）小向支店
■24日（木）東柿生支店
■27日（日） 鹿島田支店
■29日（火）日吉支店
■31日（木）小田支店
開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。

1月のセレササロン

1月の遺言信託個別相談会
■16日（水）向丘支店
■17日（木）高津支店
■23日（水）日吉支店
●時　間　9：00～16：00
●相談員　JA神奈川県信連の財務
　　　　　コンサルタント等
・ 相談時間は原則1時間30分まで。
・ ご相談無料・予約制・秘密厳守。
・ ご予約は相談会の前々営業日 

16：00までにお近くの支店まで。
※開催日に都合がつかない場合は、

お気軽にお近くの支店までお問合
せください。 

※JA神奈川県信連 信託代理店
JAセレサ川崎 本店金融推進部　	

（TEL 044-877-2140）
当JAが行う遺言信託代理業務は契約
締結の媒介です。

他17項目を報告

5項目を協議決定

■26日（土）大師支店、小田支店、
小向支店、子母口支店、 
宮前平支店、向丘支店、
菅支店、千代ヶ丘支店、
柿生支店

■27日（日）鹿島田支店、中原支店、
北見方支店、久地駅前支店、
橘支店、宮崎支店、
長沢支店、稲田支店、
百合丘支店、新百合丘支店

開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。
ご予約がない方はお待ちいただくことが
ございます。
※時間は 9：00〜15：00

■16日（水）高津支店
　内　容　オムレットケーキ作り
　会　費　1,000円
■17日（木）中原支店
　内　容　クラフトテープ工作
　会　費　900円
■23日（水）生田支店

内　容　肉球あんまん作り
会　費　1,100円

●対　象　おおむね60歳以上の方
お問合せ・お申込み
本店生活福祉課（TEL 044-877-2509）

1月の休日住宅ローン相談会
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セレサモスからのお知らせ

出荷者のコメント

出荷者のコメント

出荷者のコメント

出荷者のコメント

セレサモス
出荷者紹介
セレサモス
出荷者紹介『

モス
ぴー』の

☆セレサモスの駐車場について
警察署からの要請により、路上で
の入場待ちは一切できません。

所 在 地：川崎市麻生区黒川172
電　　話：044-989-5311
営業時間：〈11月〜3月〉10：00〜17：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他
※12月は水曜日も営業いたします。

所 在 地：川崎市宮前区宮崎2-1-4
電　　話：044-853-5011
営業時間：〈通年〉10：00〜18：00
※渋滞緩和のため開店時間を早める場合があります。
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他
※12月は水曜日も営業いたします。

　年間10品目ほどの果樹と野菜を露地栽培してい
ます。おすすめは「次郎柿」。大玉で甘いと多くのお
客さんに喜ばれています。年末から春先にかけてレ
モンや湘南ゴールドの収穫が始まります。店頭に並
びましたら、ぜひご賞味ください。

温室と露地で、年間10品目ほどの野菜を栽培して
います。おすすめはトマト。土に有効菌を含んだ土
壌改良材を混ぜることで丈夫な苗を作り、品質の高
いトマトに仕上げています。今年は新たに大玉の麗
妃に挑戦。3月の出荷を目指しています。

年間5品目ほどの果樹と野菜を栽培しています。
今のおすすめは銀杏とミカン。よりおいしく食べて
もらえるように銀杏は殻の剥き方を添付する他、ミカ
ンは農薬を限りなく抑えて自然の力で育てています。
季節限定の味覚をぜひ味わってください。

60㌃ほどの畑で、定番野菜を中心に約10品目を栽
培しています。「消費者においしい野菜を届けたい」
との思いで栽培管理に取り組んでいます。特にトマト
の「桃太郎」はお客さんから甘いと好評です。朝どれ
の新鮮な野菜をぜひ食べてみてください。

❶宮前区馬絹
❷宮前店
❸柿・ミカン・タケノコなど

❶麻生区黒川
❷麻生店
❸トマト・キュウリ・青ナスなど

❶麻生区岡上
❷麻生店
❸銀杏・ミカンなど

❶高津区久末
❷宮前店・麻生店
❸トマト・ホウレンソウ・キュウリなど

篠田 隆文さん

市川 修さん

長谷川 瑞英さん

森 邦義さん

❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目 

お米の日
【麻生店・宮前店】
毎週金・土曜日は1銘柄を2割
引で販売いたします。
※割引制度については、予告な

く変更する場合があります。

セレサモス麻生店
現在、ニンジンやダイコンなどが多く

出荷されています。
ニンジンはベータカロテンを豊富に含

む野菜。免疫力向上や老化予防に役立ち
ます。油脂に溶けて吸収されるため、油
を使って調理するのがおすすめです。

年内の営業は30日まで、年明けの初売
りは5日から行います。皆さまのご来店
を心よりお待ちしております。

セレサモス宮前店
現在、ホウレンソウやブロッコリーな

どが多く出荷されています。
ホウレンソウは鉄分やビタミンＣな

ど栄養価が高い野菜。アク抜きの際は
たっぷりの熱湯で短時間茹でた後、水に
つけて一気に冷やしましょう。

年内の営業は30日まで、年明けの初売
りは5日から行います。皆さまのご来店
を心よりお待ちしております。

1月の出張販売
10日（木）11：00〜 小向支店
17日（木）11：00〜みなみ支店
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作り方　ゴーヤの佃煮
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・もち米…3合
・うるち米…1合
・小豆…600g
・砂糖…600g
・塩…小さじ1

多摩区中野島  吉澤　キクさん　
おはぎは砂糖を入れた後、焦げないよう
に注意しながら混ぜてください。また、ゴー
ヤの佃煮に入れる唐辛子はお好みで調整
してください。細かく刻んでお茶漬けやお
にぎりの具にしてもおいしいです。ぜひお
試しください。

ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

作り方　おはぎ

材料 おはぎ（5～6人分）

おはぎとゴーヤの佃煮

JAセレサ川崎　機関誌

号
月1 2

2018 December

セレサ12月号
No.255

お

い
しい
ものレシピ

Let's cook

DISH
UP!

材料 ゴーヤの佃煮 （4～5人分）

❶ �小豆を水で洗い、たっぷりの水で
小豆が指でつぶれるくらい柔らか
くなるまで煮る。

❷ �①で煮た小豆をこし、布で搾った
後、小豆と砂糖を鍋に入れて混ぜ、
弱火で10分ほど煮る。

���❸ 火を止め、塩を入れて混ぜたら、
人肌くらいの温度になるまで冷
ます。

�❹ 炊いた米を俵型にし、③を包み、
形を整えたら、できあがり。

・ゴーヤ…2本半
・ショウガ…1片
・唐辛子…2本
・酒…大さじ2
・砂糖…100g
・醤油…大さじ5
・酢…大さじ2
・みりん…大さじ2
・塩昆布…30g
・かつお節…2.5g
・白ごま…適量

★ ｛

❶ �ゴーヤはヘタを切り、種とワタを取ったら2～3㎜の薄
切り、ショウガは2～3㎜の千切り、唐辛子は種を取り、
粉状になるくらい細かく刻む。ボールにゴーヤを入れ、
ゴーヤが浸るくらいまで熱湯を入れ、10分置く。その後、
ザルで水気を切る。

❷ �①で水気を切ったゴーヤを厚手の鍋に入れ、炒めて
水分を飛ばした後、★を入れて煮立たせる。鍋に入
れた砂糖が溶けたら、ショウガと唐辛子を入れる。

���❸ ②に塩昆布とかつお節を入れて、さらに煮詰め、人
肌くらいの温度まで冷まし、白ごまを混ぜ合わせた
らできあがり。


